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　断層の活動性を評価するために，放射性炭素年代測定法の適用範囲を超える時代の堆積物の年代推定には主

にテフロクロノロジーを用いた手法が利用されているが，テフラが認識されない地域における断層活動性評価

には堆積物の年代推定手法が大きな課題となっている。 

　テフラに代わる年代指標として，日本列島に普遍的に分布する土壌に着目し，遊離酸化鉄分析結果から年代

を推定する手法が提案されている。永塚（1973）は，赤色土化（土壌化）程度の定量的指標に基づく土壌分

類手法を示し，またNagatsuka and Maejima（2001），佐々木（2011）等は，レスとされた風成堆積物は結

晶化指数が0.5以上であれば赤色土に分類され，赤色土化には約12.5万年の時間を要するとしている。一

方，永塚（1973）は，土壌分類手法の提案に際し，東海地方および近畿地方の様々な地形における母材から

生成された土壌等を対象に，遊離酸化鉄の活性度と結晶化指数の分布領域を示しているが，特に相対的に古い

堆積物である赤色土の分布領域の値のばらつきが大きい傾向が認められ，結晶化指数が0.5未満を示すデータ

も含まれている。したがって，これらの年代推定手法の信頼性向上のためには，層序学的な検証事例からその

分解能についても把握しておく必要がある。 

　本検討に先立ち，田中ほか（2016）は，松江地域周辺に分布するレス堆積物を対象に，遊離酸化鉄分析に

よる年代推定手法の検証を行っている。松江地域周辺では，三瓶山起源の三瓶木次テフラ（SK，約10.5万年

前）や大山起源の大山松江テフラ（DMP，約13万年前）が保存されていることから，段丘堆積物を覆う

DMPより下位のレス堆積物について本手法を適用した結果，DMPより下位のレス堆積物は，概ね赤色土に分

類されることを確認している。 

　今回の報告では，田中ほか（2016）が調査した箇所と同一の２地点（中位段丘（松江市坂本町坂本

下），高位段丘（松江市玉湯町本郷））において，段丘堆積物を覆うレス堆積物を対象に，DMP直下から深さ

方向に連続採取した試料の遊離酸化鉄の結晶化指数と活性度との関係を求めた。その結果，レス堆積物の結晶

化指数の範囲は，中位段丘の場合0.67～0.78（深さ方向0.7mの範囲），高位段丘の場合0.59～0.70（深さ方

向0.4mの範囲）となり，いずれも深さ方向に値が大きくなることが確認された。これらは，堆積過程を考慮し

た相対編年が反映されており，本手法は，少なくとも生物擾乱等の影響を受けない環境下においては，高い分

解能を有していることが確認された。
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